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【校長室より】 

『 令和７年度を終えて 』 
  

 令和７年度、最後のあこう風のたよりとなりました。今年度、生徒達に大きな事件や事故等もなく、授業や学校行事、部活動等に邁進

できたことは大変嬉しく思っております。これもひとえに、生徒や保護者等、地域の方々の御理解や御協力があったことで学校運営が円滑

に実施できたと感じており、心から感謝申し上げます。 

 さて、今年度から「体育祭」を４月に、「五高祭」を１０月に変更し実施いたしました。２大行事の時期の変更にも関わらず、生徒達は

より一層、自ら考え想像力を豊かに、みんなの力を結集して最大の能力を発揮してくれました。また、授業や部活動においても、前向きに

努力を重ね多くの成果を成し遂げました。特に、運動部や文化部を問わず、多くの部活動で全国大会などの上位大会に参加して好成績を残

すなど、自分の強みを伸ばし続け「自らの持ち味」を表出してくれました。そして、３月１日の卒業証書授与式では、１１８名の３年生全

員が多くの御来賓の方々や保護者等の皆様、在校生の祝福と激励を受けて学び舎から巣立っていきました。２年生の時には、新制服の刷新

に向けてアイデアや意見を出して完成に導き、また、五高初の春開催の体育祭では、例年より準備が短い中、みんなの力を結集して若さと

パワーで唯一無二の「五高魂」を見事に表現してくれました。まさに、新生五高を生み出したパイオニアとなる学年であり、五高の新たな

一歩を全員で力を合わせ、仲間を信じて努力してきた姿は、今でも私の心に深く刻まれております。 

このように、五島高校での３年間で、自らの将来の夢の実現に向けて、安易な方向にも逃げず、少しきつい事にもめげずに前向きに努

力を重ねることのできる五高生は、島の宝であると思います。毎日一歩ずつ進化を続け「努力できる力こそ五高生」をこれからも実践して

いきましょう。必ずその努力が君たちの力となり、きっと大輪の花を咲かせることでしょう。 

この場を借りて、「石城会同窓会」のみなさまへ御報告と感謝を申し上げます。令和７年７月、巨海正道会長率いる「福岡石城会」が

復活し、総会と懇親会が盛大に開催されました。現在、各地域の石城会は、東京石城会、関西大阪石城会、福岡石城会、全国石城会（五島

市開催）、定時制石城会（五島市開催）があり、とても活発に活動されています。野口全国石城会会長をはじめ、高橋東京会長、岩脇大阪

会長、巨海福岡会長と各支部の会員の皆さまには、生徒への支援のための「サポーター募金」に関して、多大なる御支援と御協力をいただ

き心から感謝申し上げます。また、今年は、全ての支部から卒業式に御臨席いただき、卒業生へ激励をいただきました。そして、今年度の

「サポーター募金」は約７１万円となり多大な寄付を頂戴いたしました。その寄付から、令和７年度は、全日制の体育部９部と文化部３

部、定時制ではポータブル放送機器１台の計１３部で遠征費等の交通費や宿泊費の補助、校外活動支援として、約４２万円を活用させてい

ただきました。さらに、今年はグラウンドの整備やOB主催の講演会も開催でき、物心両面で多くの支えをいただきました。多くの同窓生

のお心遣いに重ねてお礼申し上げます。五島高校の生徒のひたむきな努力はもちろんですが、同窓会や保護者、地域等の様々な方の御理解

や御支援のお陰で、現在の教育活動ができていることを改めて痛感しております。今後も、皆さまの熱い想いに応えられるよう、全校生徒

及び教職員一丸となって頑張っていきますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 今回の人事異動で、最愛なる五島高校を去ることになりました。素直で明るい生徒、熱心な教職員、いつも協力いただける保護者等、同

窓会、地域の皆様方に支えられて、充実した日々を過ごすことができ、感謝の気持ちで一杯です。生涯忘れることのない大切な２年間とな

りました。今後の皆様のご多幸と五島高校の益々の発展を心から祈っています。ありがとうございました。 

今月の行事予定表など、学校の最

新情報を五島高校ホームページに

掲載しております。 

ぜひご覧ください。 

http://

www2.news.ed.jp/

section/goto-h/ 

  「Catch the Light」の先は…     ２学年主任 大窄 紘章 
 ２年生の１年間を振り返り、みなさんは、学習、部活動、学校行事、校外活動など、自分の将来に向けた様々な経

験（Light）に積極的に挑戦（Catch）できたでしょうか。３年生は、それぞれの将来に向けた大きな勝負の年で

す。高校生活の集大成の１年、これまで蓄えた力に自分史上の最高の努力を加え、最後に自分で納得のいく花を咲か

せよう！ 

卒業式                    ３学年主任 下釜 信浩 
 今年度の卒業式は晴天にも恵まれ、厳粛かつ温かみの溢れる雰囲気の中で挙行されました。校長先生による一人ひ

とり手渡しでの卒業証書授与。在校生代表の山下道希さんの思いのこもった送辞。卒業生代表の小柳海華さんの五島

高校での３年間の思いのたけを自分の言葉で表現した心震える答辞。体育館中に響き渡った式歌。そのすべてが、未

来へ舞い上がろうとする卒業生を祝福するものでした。今年度の卒業式にご臨席賜りましたご来賓の皆様、保護者等

の皆様、今年度の卒業生に関わってくださった方、卒業式の挙行に際しご尽力いただきましたすべての方々、本当に

ありがとうございました。そして、卒業生のみなさんに幸多からんことを心から祈っています。 

  「基礎基本」               １学年主任 笠原 優 

 入学してから一年、「基礎基本」の学年目標のもと、ここまで走り抜けてきました。基礎基本の確立には、継続的

な取組が不可欠です。あなたは継続して物事に取り組めていますか？物事を成し遂げるためには「正しい努力を継続

する」ことが大切です。今の課題に取り組み始め、継続し続け、物事を成し遂げる「あなた」を期待しています。 

  

       
 

 

 特別表彰式 

  ３年生進路結果報告                              進路指導班 
 

国公立大学合格者数（学校推薦型、総合型、一般選抜前期日程）５２名 

スポーツコース：九州共立大学、長崎国際大学、熊本保健科学大学ほか各種学校合格 

衛生看護科：准看護師資格試験全員合格 

 

「切磋琢磨～なりたい自分へと続く道～」というスローガンのもと、それぞれが進路実現に向けて頑張りました。

早く進路が決定した生徒も、まだ決まっていないクラスメイトと共に、最後まで粘り強く学習に取り組んでいまし

た。自主的な学習ができる生徒が多く、質問を積極的にしてくる印象です。また、学習、部活動、行事など、いろい

ろな面で活躍してくれました。卒業生の更なる活躍に期待したいと思います。 

保育所交流（１年生） 

 ２月２６日に、家庭科の授業の一環として文化保育園との交流学習

を行いました。今回は、園児と固定のペアを組み、寄り添い、責任を

もってお世話をすることで、保育の学びを深めることが目的でした。

子どもが得意、不得意にかかわらず、どの生徒も様々な工夫をしなが

ら園児とコミュニケーションをとっていました。また、保育士を目指

す３年生がMCを担当し、交流会を楽しく盛り上げてくれました。 

〇長崎県教育委員会表彰         犬  葉 月 

〇長崎県高等学校体育連盟卒業生顕彰   山 本 心 愛 

〇体育優秀生徒表彰           木 場 太 志 ・ 谷 口 文 音 

〇産業教育御下賜金記念優秀卒業生表彰  小 柳 海 華 

〇全国看護高等学校長協会生徒表彰    森 川 絆 菜 

〇長崎県高等学校文化連盟表彰      熊 川 千絵美 

〇長崎県高等学校文化連盟卒業生顕彰   熊 川 千絵美 

〇特別活動功労賞 

  （百人一首かるた部）        松野尾 美 陽 ・ 出 口 和 泉 

                    宮 口 叶 望  

  （柔道部）             山 本 心 愛 

  （放送部）             熊 川 千絵美              

  （椿サミット）           田 橋 絢 菜 ・ 山 崎 美 羽 

  

 
 
 
 

  

       

寮生夕食会 

 2月27日に寮生夕食会を行い、3年生10名を見

送りました。３年間の思い出を後輩たちと食事を楽

しみながら和気あいあいと話していました。寮生活

で学んだこと、大変だったことを今後の生活に生か

して、卒業後も活躍してくれることを楽しみにして

います。 

元JAXA職員 久世 暁彦 氏による講演会 

 ３月６日（金）に元JAXA職員で（株）GORads 代表取締役の久世 暁彦 様に

よる講演会が実施されました。「宇宙から１万色で見る地球の二酸化炭素」を

テーマに上空から計測機を使って、二酸化炭素濃度を視覚的に分析する方法な

ど、高度に専門的な内容について、ご講演いただきました。普段聞くことのでき

ない話をたくさん聞き、貴重な経験となりました。 

  

 
 
 
 


